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る｡
実 験 材 料
福山営林署管内 (広島県神石郡高柴山国有林) でかつて松脂を採取したアカマツ (Pinus
den･siPoraSieb.etZucc.)3本,および岡林分からの対照正常木3本を伐採,そのおのおの
について地上 1m および 3.5m の高さから厚さ 10cm の試料円板を切 り取った｡樹脂採取
は斜溝切付法で行われたものであるが, その斜溝は地上 1m 附近に上下約 50cm にわたっ
























について, 同じくスダン決色 (溶液適用後, 直ちに風乾をはかる),反射光による鏡検を行
い,必要に応じて鏡下に顕微解剖的な操作 (触針による流動性樹脂の確認)をも併用した｡






















観 察 結 果 お よ び 考 察
採脂材の斜溝面から数年輪の辺材,Figure中A試片には極めて多 くの樹脂が含まれていた
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1. 樹 心 部
髄を構成する球形柔細胞は多少とも内容物を持ち,樹
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Photo2.Radialresincanalhavingresinous Photo3.SimilartoPhoto2,exceptforepithe-






































いる｡ ただし,流動状の樹脂はスダン溶液には殆ど染まらないので,Phot08の樹 脂 港 内に
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充満しているそれは顕 微 解剖 的な触針観察によって始
めて確認することができた｡ なおこの写実でよく染まっ
ているのは固形樹脂である｡ スギ,ヒノキに見る孤立的
樹 脂 細 胞はアカマツには見られないが,垂直樹脂溝溝
周細胞の周囲には木柔組織ス トランド (Woodparen-
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心材の垂直仮導管には一般に樹脂が存在している｡ こ
れはアカマツの分野紋孔がとくに大きいため,隣接髄線
柔 細 胞からの樹 脂が,心 材化に伴う水分の減 少 に従
って, 浸入してきたものと考えられる｡ また仮導管白






























これらの写真 (Photo16,17)で明らかなように,垂直樹脂溝 と水平樹脂溝 とは随所に相接
する部分かあり,樹幹が外傷を受けた場合などその部分へ,かなり遠いところから,縦横に樹




























った｡ただ辺材であるに か か わ ら
ず,垂直仮導管にも極めて多量の樹


















































































C) Thecomplementary,microscopicalobservation on thesurfacesofblock
































and so-called resin cells, but also in wood parenchyma strandsand ray
parenchymacells,allkindsofZ'arenchymaiouscelsarepossiblyconsideredas
theoriginsofproducinJgresin,butarenottoberegardedasthepathsoftrans-
portingit.
8) Fortheflowingpathsorreservingspacesofresin,itseemsnaturalthat
allaxialorradialresincanalsshouldplayachiefrole,sincealmostal resin
canals,infact,keepresininplentyandtheyarefrequentlyfiledupwithit.
9) Axialorray iracheidsdonotpermittheresinpenetration-insteadoftheir
lyrecognizedastheresinpaths.
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